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１．はじめに 

 子ども食堂の広がりが全国的に加速してい

る。一個人の小さな活動
１

から始まったとさ

れる子ども食堂は、主に民間主導の活動であ

るが、近年は大手食品メーカーやコンビニエ

ンスストア、ファストフード業界が参入して

いる。自治体においても１小学校区に１つの

子ども食堂の開設の推進や助成金の支給な

ど、活動を支援する動きが見られるようにな

ってきた。NPO法人全国こども食堂支援セン

ター・むすびえ（以下こども食堂支援センタ

ー・むすびえ）の実施した調査結果
２

では、

2018年の段階では2,286か所だった子ども食

堂の数が2019年の調査では3,718か所に増え、

年間の参加延べ人数は推計で160万人である

と報告された。 

 子ども食堂は、子どもの貧困対策というイ

メージが先行しているように思われるが、実

際には子どもをきっかけに地域の様々な世代

が集う交流拠点という側面もある。筆者は

2017年からＪＡによる子ども食堂への関与に

ついて調査を行い、2018年12月
３

と2019年２

月
４

発行の本誌において、子ども食堂の状況

やＪＡの関与等について報告してきた。調査

をはじめた当初、ＪＡの子ども食堂に対する

支援は主に食材提供であったが、現在は地域

の様々な主体との連携や、多世代が集うＪＡ

独自の子ども食堂の運営など、多彩な取組み

がみられるようになってきている。 

 本稿では、昨年に引き続き子ども食堂の現

状やＪＡの新たな動向を報告するとともに、

地域共生社会の実現に向けて期待される子ど

も食堂の方向性などについて述べていく。 

 

２．子ども食堂の現状 

 本章で述べる子ども食堂の現状に関して

は、先述のこども食堂支援センター・むすび

えが2019年６月に発表した「こども食堂・最
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新箇所数調査」の結果
５

をもとに（－１～

３）の設置数などについて述べ、続いて2019

年10月に株式会社インテージリサーチが発表

した「子ども食堂・フードバンク・フードド

ライブの認知度等に関する調査」
６

による意

識調査の結果をもとに、（－１～２）の子ど

も食堂の認知度と参加意向について報告して

いく。 

 

－１ 設置数 

 子ども食堂の設置数については、2019年の

調査で3,718か所であることが確認されてい

る（図表１）。設置数の上位３都府県は、東京

都（488か所）、大阪府（336か所）、神奈川県

（253か所）であり、2018年の調査と同様の結

果となっている。逆に設置数が少なかった県

は、秋田県（11か所）、富山県（15か所）、山

梨県（16か所）であった。 

－２ 増加率 

 増加率の全国平均は80.3％であり、都道府

県別にみて最も増加率が高かったのは、長崎

県の228.6％（７か所→23か所）であった。続

いて茨城県226.3％（19か所→62か所）、福島

県215.4％（13か所→41か所）となっており、

いずれも３倍以上に増えている。その他にも

青森県、埼玉県、新潟県、石川県、岐阜県、

愛知県、兵庫県、広島県、山口県、徳島県の

10県が２倍以上の増加となっており、直近の

２年を上回る増加ペースであった。 

 

－３ 充足率
７

 

 都道府県の充足率平均は17.3％（６小学校

区に１か所の割合）である。都道府県別にみ

て最も充足率が高かったのは、沖縄県の

60.5％であり、続いて滋賀県52.5％、東京都

36.6％、鳥取県35.2％となっている。一方、

 

（図表１）都道府県別こども食堂箇所数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所）NPO法人全国こども食堂支援センター・むすびえ2019年６月26日プレスリリース資料より抜粋 

    https://musubie.org/wp/wp-content/uploads/2019/06/190626第一部：ポイント-1.pdf 

５ NPO法人全国こども食堂支援センター・むすびえが2019年６月26日に発表した調査結果 プレスリリース資料 

  https://musubie.org/wp/wp-content/uploads/2019/06/190626第一部：ポイント-1.pdf 

６ 株式会社インテージリサーチが全国の16～79歳の男女１万803人を対象としたインターネットによる意識調査の結果

  https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000464.000001551.html 

７ 子ども食堂の数÷小学校数の割合。全ての子どもが子ども食堂にアクセスできるようになるために、小学校単位に

子ども食堂（子どもの居場所を含む）が望ましいことから、そのための指標として示す（https://musubie.org/wp/

wp-content/uploads/2019/06/190626第一部：ポイント-1.pdf）。 
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充足率が低かったのは、秋田県5.5％、青森県

5.6％、長崎県が7.0％であった。2018年の調

査では充足率が５％未満の都道府県が10県あ

ったが今回の調査では解消されている。 

 

－１ 認知度 

 子ども食堂の認知度については、「名前を

聞いたことがある」の割合が82.1％（「名前を

聞いたことがあり内容も知っている」は

48.9％、「名前を聞いたことはあるが内容は知

らない」は33.2％）となっており、2018年の

調査結果と比べて10ポイント上昇している。

しかし、性別・年代別に見ていくと、女性の

30歳代以上の認知度が約６割となっている一

方で、男性の40歳代未満の３割が「名前も知

らない」と回答しており、年代や性別による

認知度の差が明らかになっている。 

 

－２ 参加意向 

 性別・年代別で特に参加意向が高かったの

は、男女10歳代と女性70歳代であった。特に

70歳代の女性は57.3％と高い割合を示してい

る。この層は、子育てや食事作りの経験が豊

富な方が多く、ボランティアとして参加した

時の自分の役割をイメージしやすいのではな

いか。その一方で参加意向が低かったのは、

30歳代～50歳代の男性である。この層は子ど

も食堂についてメディアなどを通じて認識し

ていても、課題を抱えた人の行く所という先

入観に加え、上記の女性世代とは逆に参加時

の自分の役割をイメージしにくいといったこ

とも考えられる。 

 また、2018年の同調査では、「運営にかかわ

ってみたい」と回答した人の割合が24.6％だ

ったのに対し、2019年の調査では、18.5％に

とどまっており、「興味があるが、具体的なイ

メージがわかない」や「あまり興味はない」

と回答した割合が増えている。 

 

 小括 

 以上の調査結果から子ども食堂の現状につ

いて見ていくと、子ども食堂は設置数が急速

に増え、認知度が高まる一方で運営への参加

意向は高まっているわけではない。そして、

特に30歳代～50歳代の男性からは、「自分に

は関係ない場所」と捉えられている可能性が

高い。 

 子ども食堂は貧困の子どもに食事を提供す

る場所と思われがちであるが、高齢者を含め

た地域の交流拠点としての機能を有する子ど

も食堂も多く存在する。子ども食堂への参加

意向の高い70歳代女性にとっては社会参画の

きっかけにもなるだろう。今後は地域の拠り

所としての子ども食堂の側面について広くア

ピールし、周知していくことが重要であると

考える。 

 

３．ＪＡによる子ども食堂への関与 

 筆者の行ってきた調査
８

では、ＪＡの子ど

も食堂に関する取組みは（次頁図表２）のと

おり推移しており、全国的な子ども食堂の設

置件数の増加と足並みを揃えるようにＪＡの

子ども食堂への関与もここ一年で急増してい

る。 

 

 子ども食堂に関与しているＪＡ数 

 2019年12月末時点で筆者が把握した子ども

食堂に関与しているＪＡは、（次頁図表３）で

示したとおり34都道府県103ＪＡとなってお

り、前回の取りまとめ（2019年１月末）と比

較して増加率は87.2％となっている。なお、

インターネットやメディアなどの情報ツール 

８ 日本農業新聞データベースサービスならびにELNETによる検索結果、インターネット検索、電話によるヒアリン

グ、および関係者からの情報提供等から集約した調査結果。 
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に乗っていない事例については把握しきれて

いないため、実際はもっと多いと推測される。 

 ＪＡの子ども食堂への関わり方 

 ＪＡの子ども食堂への関りは、当初から食

材提供を中心に展開され、近年は子ども食堂

の運営などの動きがみられるようになった。

（次頁図表４）に示すとおり、2019年12月末

現在のＪＡの子ども食堂への関わり方は、現

在も食材提供が全体の80％と多くの割合を占

めているが、子ども食堂の運営やフードドラ

イブ
９

などを実施するＪＡも増えつつある。 

 ＪＡ主体の子ども食堂の運営は、そのほと

んどがＪＡ女性部の活動として行われてお

り、ＪＡが場所や食材などを提供しバックア

ップしている。また、食材提供や子ども食堂

の運営を通して、「食育」や「地域農業の振興」

を同時に行っているケースも見受けられる。

例えば、ＪＡ東京中央の城西支部の女性部が

実施した子ども食堂では、子どもたちにその

日のメニューで使用した地場産の杉並野菜の

紹介をはじめ、食農教育を目的とした野菜の

クイズを実施するなどＪＡらしい取組みを行

っている。 

 なお、ＪＡ内部の各組織による子ども食堂

への関わりの割合は（次頁図表５）のとおり 

（図表２）ＪＡによる子ども食堂への関与数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所）日本農業新聞データベースサービスならびにELNETによる検索結果、イン

ターネット検索、電話によるヒアリング、関係者からの情報提供等を集約し筆

者作成。 

（図表３）子ども食堂に関与しているＪＡ数

2019年12月末日現在

北海道 ５ 愛知県 ７ 

青森県 １ 三重県 ２ 

岩手県 ５ 滋賀県 ２ 

秋田県 １ 京都府 １ 

宮城県 ２ 大阪府 ３ 

茨城県 ６ 兵庫県 １ 

栃木県 １ 鳥取県 １ 

群馬県 ２ 岡山県 １ 

埼玉県 ４ 高知県 １ 

千葉県 ３ 徳島県 ４ 

東京都 ６ 福岡県 ４ 

神奈川県 ５ 長崎県 １ 

新潟県 ７ 熊本県 ４ 

富山県 ３ 宮崎県 ３ 

石川県 ３ 鹿児島県 ２ 

長野県 ４ 沖縄県 １ 

岐阜県 ４ 

静岡県 ３ 
合 計 103

（出所）日本農業新聞データベースサービスならびに

ELNETによる検索結果、インターネット検索、電

話によるヒアリング、関係者からの情報提供等を

集約し筆者作成。 

９ 家庭で余っている食べ物を学校や職場などに持ち寄り、まとめて地域の福祉団体や施設、フードバンクなどに寄付

する活動。 
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である。ＪＡ自体が55％と半数以上を占めて

いるが、農産物直売所からの食材提供やＪＡ

女性部による子ども食堂の運営、ＪＡ青壮年

部が生産者に呼びかけて食材を提供する活動

など、組織の特性を活かした多彩な取組みを

行っている。 

 

 他の組織との連携状況 

 2018年に農林水産省が実施した子ども食堂

に関する実態調査
10

において、ＪＡなどの生

産者団体と子ども食堂との連携率の低さが指

摘されたが、ＪＡの子ども食堂への関わりが

増える中、生活協同組合やワーカーズコープ

といった協同組合間の連携をはじめ、地域の

社会福祉協議会や行政、大学や高校との連携

の他に、各地の子ども食堂ネットワークとの

つながりも徐々に増え始めている。 

 

 小括 

 日本農業新聞にＪＡの子ども食堂への関与

を取り上げた記事（2015.11.６）が掲載され始

めて５年。その間にＪＡが行ってきた支援は、

基本的に食材提供が中心である。食材提供と

いってもその一つひとつを見ていくと、提供

の方法や連携の仕方は地域のニーズや提供先

とＪＡの関係性によって様々である。 

 子ども食堂の活動は、主に食堂の運営主体

や実践に焦点が当てられることが多く、後方

支援ともいえる食材提供だけにスポットライ

トが当てられることは比較的少ない。しかし、

先述の子ども食堂に関する実態調査の結果
10

からは、子ども食堂の運営を継続していく上

での重要な課題として、食材などを購入する

「資金の確保」が上がっており、ＪＡによる

安定的な食材の提供は子ども食堂の運営を継

続していく上での大きな力となっている。 

 2018年度から高知県や静岡県などでＪＡ女

（図表４）ＪＡの子ども食堂への関わり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所）日本農業新聞データベースサービスならびに

ELNETによる検索結果、インターネット検索、

電話によるヒアリング、関係者からの情報提供等

を集約し筆者作成。 

（図表５）ＪＡ内部の各組織による子ども食堂

への関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所）日本農業新聞データベースサービスならびに

ELNETによる検索結果、インターネット検索、

電話によるヒアリング、関係者からの情報提供等

を集約し筆者作成。 

80%

9%

5%

6%

食材提供 子ども食堂の実施 食育 その他・フードドライブ等

ｎ＝103

55%

29%

9%

7%

ＪＡ 直売所 女性組織 青壮年組織

ｎ＝103

10 農林水産省『子ども食堂と地域が連携して進める食育活動の事例集～地域との連携で食育の環が広がっています』

2018 https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/set00zentai.pdf 
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性部による子ども食堂の運営が始まってい

る。ＪＡ高知県の女性部が実施している「大

篠子ども食堂」は、毎回200人もの人が利用す

る。利用対象を子どもに限定せず、誰でも利

用できる同食堂は、近隣の小学生をはじめ、

赤ちゃん連れから高齢の親を介助しながら利

用する家族など、実に様々な人々が食を通じ

て集う地域の交流拠点となっている。 

 

４．子ども食堂はどこへ向かうのか 

 本章では、子ども食堂に向けた国の動きや、

子ども食堂の活動をサポートしてきた中間支

援組織
11

の代表者の論考などから子ども食堂

の方向性について述べていく。 

 

 国の動き 

 2016年３月18日、農林水産省は第３次食育

推進基本計画を決定。重点課題のひとつに多

様な暮らしに対応した食育の推進をあげ、地

域や関係団体の連携・協働を図りつつ、子ど

もや高齢者を含む全ての国民が健全で充実し

た食生活を実現できるよう、共食
12

の機会の

提供などを行う子ども食堂の活動を推進して

いる
13

。 

 2018年６月28日、厚生労働省は民間主導の

子ども食堂の活動の高まりを受け、「子ども

食堂の活動に関する連携・協力の推進及び子

ども食堂の運営上留意すべき事項の周知につ

いて（通知）」
14

を発出した。そこには、子ど

も食堂が子どもの貧困のみならず、地域の交

流拠点としての役割を果たすことを期待する

旨が記されている。また、同年の７月には、

文部科学省から「子ども食堂の活動に関する

福祉部局との連携について（通知）」が発出さ

れ、学校や社会教育施設と地域の積極的な連

携など、いずれにおいても地域共生社会の実

現に向けた役割を期待する内容が示されてい

る。 

 

 こども食堂支援センター・むすびえ 

 同法人理事長の湯浅誠氏は、自身の論考
15

の中で次のように述べている。 

 「こども食堂は「貧困家庭の子どもを集め

て食事させるところ」ではない。また、「最初

は子どもの貧困対策として始まったが、近年

では地域交流拠点としての性格も併せ持つよ

うになってきた」ともいわれるが、それも違

う。こども食堂は当初から「地域交流拠点」

と「こどもの貧困対策」の２本足で立つ。そ

の立脚点は最初期から今に至るまで変わって

いない」とし、「中心が２つある楕円状態が、

子ども食堂の強みだ。中心が１つしかなけれ

ば、１つの関心からしか人々は集まってこな

い。２つの中心を包む広がりが、２年間で

2,000か所以上の増加を可能にした」と子ども

食堂の現状を表している（次頁図表６）。 

 また、「２つの中心をもった楕円であるがゆ

えの強みを生かしつつ、両機能の間にある緊

張関係をいかに調整していくか、そしてそれ

を民間発の取組みであるこども食堂の自発性

と多様性を尊重しながらいかにマネージして

いくか。簡単ではないが、こども食堂にかぎ

らず地域共生を実現していく上で避けては通

れない普遍的な課題だ。こども食堂はその試

金石として位置づけをもつ。」と子ども食堂の

課題と展望について述べている。 

11 NPO法人全国こども食堂支援センター・むすびえ https://musubie.org/ 

12 家族や友人などと一緒に食事を楽しむこと。 

13 農林水産省 子供食堂と連携した地域における食育の推進 https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/kodomosyokudo.html

14 厚生労働省ＨＰ https://www.mhlw.go.jp/content/000306888.pdf 

15 湯浅誠「こども食堂の過去・現在・未来」『地域福祉研究№47』 

  2019 https://musubie.org/wp/wp-content/uploads/2019/08/湯浅誠－論文「こども食堂の過去・現在・未来」．pdf
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 小括 

 現在、子ども食堂は、市民活動として爆発

的に広がり、社会現象ともいわれている。 

行政からの補助金や企業などからの支援に加

え、中間支援組織の設立や子ども食堂のネッ

トワーク
16

化も進んでいる。 

 福祉事業の多くが献身的な民間の活動が先

にあって、後にそれを自治体や国が制度化し、

補助金を出すなどして公営の事業を立ち上げ

てきた歴史を持つ。今、国は人口減少、超高

齢社会の中、地域共生社会の実現に向けて、

子ども食堂の活動に期待を寄せている。 

 今後、子ども食堂を子どもから高齢者まで

の誰もが利用可能な地域のインフラとして発

展させていくためには、地域の中での理解を

深めるとともに、持続可能な取組みとして整

備していく必要があろう。そのためには、支

援者の拡大による運営資源の安定的な確保な

ど、地域の様々な主体が連携し活動を支えて

いくことが重要であると考える。 

５．おわりに 

 筆者はこれまでＪＡの子育て支援に焦点を

当てた調査・研究を行ってきた。このテーマ

に着手した当初、周囲からＪＡは、子どもに

対する支援を行っているイメージがあまりな

いといわれた。しかし、調査を進めていく中

で、ＪＡやＪＡ女性部は戦前・戦後の農村に

おける農繁期託児所の開設や高度経済成長期

の幼稚園の設立など、その時代、特に農村地

域の中で不足していた保育や幼児教育の供給

の一翼を担っていたという事実が明らかになっ

た。平成の時代は、子育て支援の必要性が叫

ばれる中、子育てひろばの活動や子育て支援

の新制度を活用した保育所の設立など、ＪＡ

はその時代のニーズに合わせて地域の子ども

の育ちに寄り添ってきた
17

。 

 令和の時代となり、貧困家庭の子どもや一

人暮らしの高齢者など社会的に孤立する人が

増える中、支え合って生活できる安心な地域

をつくる活動として子ども食堂が注目されて

いる。繰り返しになるが、子ども食堂は、子

どもの貧困救済ばかりがクローズアップされ

てきたが、地域共生社会を目指して子どもを

中心とした地域の支え合いをつくる活動でも

ある。 

 令和２年３月10日に当研究所が開催する

「令和元年度ＪＡ共済総研セミナー」のテー

マが子ども食堂に決まった。同セミナーでは、

本稿にも登場した東京大学特任教授で社会活

動家、NPO法人全国こども食堂支援センタ

ー・むすびえ理事長の湯浅誠氏の基調講演と、

ＪＡに関連した子ども食堂の実践者等による

事例報告を予定している。興味のある方はぜ

ひご参加いただき、子ども食堂への理解を深

めていただけると幸いである。 

（図表６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出所）湯浅誠「こども食堂の過去・現在・未来」『地

域福祉研究№47』2019より抜粋 

https://musubie.org/wp/wp-content/uploads

/2019/08/湯浅誠－論文「こども食堂の過去・

現在・未来」．pdf 

16 こども食堂ネットワークＨＰ http://kodomoshokudou-network.com/ 

17 福田いずみ「ＪＡの子育て支援の変遷～多様化するニーズと展望」『共済総合研究vol75』pp.62－79、一般社団法

人ＪＡ共済総合研究所 



 

一般社団法人 JA共済総合研究所
（http://www.jkri.or.jp/）

 
 

 

 

 

 

 

 

 

共済総研フラッシュ 

 8 
 

 

 

  

 

（脚注以外の参考文献） 

・湯浅誠『ヒーローを待っていても世界は変

わらない』朝日新聞出版2012 

・湯浅誠『「なんとかする」子どもの貧困』

角川新書2017 

・与野輝、茅野志穂『現場報告“子ども食

堂”これまで、これから』いのちのことば

社2019 

・朝日新聞取材班『増補版子どもと貧困』朝

日文庫2018 

・「広がれ、子ども食堂の輪！」全国ツアー

実行委員会テキストプロジェクト『～地域

みんなで子どもの未来を応援するために～

広がれ、こども食堂の輪！活動ガイドブッ

ク 続けるための支える・つながりづくり

編』一般社団法人全国食支援活動協会2019 

・厚生労働省「地域共生社会に向けた包括的

支援と多様な参加・協働の推進に関する検

討会」（地域共生社会推進検討会）最終とり

まとめ令和元年12月26日 https://www. 

mhlw.go.jp/content/12602000/000582595.

pdf 

・社会福祉法人全国社会福祉協議会「「地域

共生社会」の実現に向けた取り組みに関す

る実践事例集」『平成29年度厚生労働省委

託事業「『我が事・丸ごと』の地域づくりの

推進に関する調査・研究事業」報告書』2018 

https://www.shakyo.or.jp/tsuite/jigyo/

research/20180413_wagakoto.pdf 

・柏木智子「「子ども食堂」を通じて醸成さ

れるつながりの意義と今後の課題－困難を

抱える子どもの参加と推進条件に焦点をあ

てて－」『立命館産業社会論集』第53巻第３

号 pp.43－63 http://www.ritsumei.ac. 

jp/file.jsp?id=367118 

・成元哲、牛島佳代「子ども食堂、あるいは、

家族する時代のボランタリーな共同体家

族」『中京大学現代社会学部紀要』第12巻第

１号 pp.163－182 https://www.chukyo- 

u.ac.jp/educate/gendaisyakai/kiyou/201

8/2018_1201_05.pdf 

・吉田祐一郎「子ども食堂活動の意味と構成

要素の検討に向けた一考察－地域における

子どもを主体とした居場所づくりに向けて

－」『四天王寺大学紀要』第62号 pp.355

－368 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /DFGyoSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothic-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WIN-RKSJ-H
    /FGGyoshoLC-M
    /FGHeiseiKakuGothic-W3
    /FGHeiseiKakuGothic-W5
    /FGHeiseiKakuGothic-W7
    /FGHeiseiKakuGothic-W9
    /FGHeiseiMincho-W3
    /FGHeiseiMincho-W5
    /FGHeiseiMincho-W7
    /FGHeiseiMincho-W9
    /FGKyokashoNT-M
    /FGMaruGothicCa-B
    /FGMaruGothicCa-L
    /FGPGyoshoLC-M
    /FGPHeiseiKakuGothic-W3
    /FGPHeiseiKakuGothic-W5
    /FGPHeiseiKakuGothic-W7
    /FGPHeiseiKakuGothic-W9
    /FGPHeiseiMincho-W3
    /FGPHeiseiMincho-W5
    /FGPHeiseiMincho-W7
    /FGPHeiseiMincho-W9
    /FGPKyokashoNT-M
    /FGPMaruGothicCa-B
    /FGPMaruGothicCa-L
    /HGGothicEPRO
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /PDFX1a:2001
  ]
  /PDFX1aCheck true
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <>
    /CHT <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /KOR <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /JPN <FEFF77f35c7153705237300000580050002000430054005075280020005600650072002e00200031002e0030003630005143306f0020005000440046002f0058002d00310061000d30c030a630f330b530f330d730eb309230aa30d5000d57cb30818fbc307f79816b62306e30d530a930f330c8306f57cb30818fbc307e306a3044000d004400467cfb004400480050003430d530a930f330c8300157cb30818fbc307f79816b62000d00500044004630d530a130a430eb5185306b8a2d5b9a30924fdd5b583059308b>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [1190.551 842.000]
>> setpagedevice


